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1 デ 


6 [ 
< 才 道 開業 150 年 記念 JR クル ー プ 日 本 床 行 共同 企画 


JR で めぐ る 
日 本 列島 周遊 の 永 14 日 間 


人 いさ 
' 計 23 2 参 と 合 開 日 
4 ラ 8 ャ ア Bs: 誠 。 | 0 業 
1] bj や へ | 1 ご 本 
15 が ( 


2 前 浴 下 人 等 尊 鞭 

2 yr て さと る 夫 忠 

先 藻 の 信 令 雪 湯 世 講 洋 

。 ど 如 党 徐 再 信 迷 騙 S 地 叶 章 沙 
刈 
か) 

3 潮 地 事 軸 (者 薄 功 ・ 誤 半 


ここ 7 の ーーー テー。 レー ーー < ここ 


一 度 は 乗り た い 観 光 列 車 「 花嫁 の れん 」、|「 或 る 列車 」、 お と な び ・ ジ パン グ 倶 楽 部 厳選 の ご 和 宿泊 施設 を ご 用 意 
「 ゆ ふい ん の 森 」、 そ し て 「 指宿 の た ま て 箱 」 に 乗車 旅 の 思い 出 に 「 記念 乗車 証 ] を ご 用 意 

定期 運 行 を 行っ て いな い 補 列車 「 カ シオ ペア 直行 」 に 乗車 お 特 物 託送 サー ビス を ご 利用 いた だ け ま す 

鉄道 の 歴 更 、 地 域 の 伝統 文化 に 触れ る 当 ツ アー な ら で は の 行程 中 の 列車 は グリ ー ン 車 を ご 用 意 (一 部 除く ) 
特別 企画 を ご 用 意 


凡 上 凍 ミ 間 お 宿 (10:00 頃 ) 一 一 西 大 山 駅 (JR 日 本 最 南端 の 駅 と し て 知ら れ 「 幸 せ の 黄色 い ポ スト 」 も 設置 の 無人 駅 / 約 15 分 ) 一 一 指宿 二 <D&S 列 車 
還 較 量 週 指宿 の た ま て 箱 > エ エ 鹿 児島 中 央 一 一 名 勝 仙 歳 園 ( 英史 褒 画 通常 非 公開 の 「 姫 之 間 」 の 見 学 と 昼食 / 約 120 分 ) 王 一 鹿児島 中 央 二 
旧 較 較 間 エニー 脱 さ くら 号 - 普 通 車 指定 席 >〒ーm 新 大阪 誤 < 全 こ だ ま グ リー ン 車 > 二 京 都 (19:00 こ 20:00 着 ) 


未 


観光 赤 文 字 / 入 場 又は 乗り 物 観光 坪 列 車 王 バス …ー 補 ご て フ ェ リ ー … 徒歩 
月 軒 京都 駅 11:00 頃 集合 く 麗 風 ラウ ンジ に て 京都 鉄道 博物 館 職員 に よる 鉄道 150 年 の 歴史 に つい て の 説明 会 / 約 30 分 > 加 
位 吉 都 (12.00-13:00 発 ) 志 < 央 サン ダー バー ド 中 グリ ー ン 車 > 金沢 一 和倉 温 泉 ( 泊 ) (17:20 頃 ) 
5 計 間 誠信 則 能 登 半島 の 伝統 芸能 御 陣 乗 太鼓 を 貸切 鑑 連 ゆあ 
川 朝 
本 間 お 宿 (10:30 頃 ) 一 花嫁 の れん 館 ( 約 20 分 ) … 一 本 杉 通り (有形 文化 財 に 登録 され て いる 町 屋 や 茶屋 が 立ち 並ぶ 風情 ある 通り を 各自 散策 / | | 東京 
較 930 分 ) … 七 性 < 観光 列車 花 胡 の れ だ (1830 生 信 業 の 老 舘 料亭 「 大 友 楼 」 の 弁当 の 昼食 )>= 人 金沢 < 人 は く た か - 普 通 車 指定 席 > | 囲 | ステ ーション 
内 詳 東京 東京 ( 泊 ) (17:15 頃 ) < 伝統 と 格式 の ある クラ シッ ク ホ テル の 館内 ツア ー へ ご 案内 > 中 
1 団 ベー 
間谷 (9.50 頃 ) 東京 駅 ( 且 東京 駅 の 復元 に 携わっ た 元 建築 会 社 社員 に よる 東京 駅 ガイ ド ツア ー へ ご 案内 / 約 90 分 ) 一 都内 昼食 | = ] ンー 
上 較 (060 分 ) 一 上 野地 < 寝台 列車 カシ オペ ア 紀 行 >< ま 〒 車 中 ( 泊 ) < ど 夕 人 廊 は カシ オペ アス ペ シ ャ ル 弁当 を ご 用 意 > ーー 
誤 革 
人 間 一 世 四 (7:3O 頃 ) 一 七 岡 つなぎ 温泉 「 ホ テル 紫苑 」 ( 平 交 時 代 未 期 に 発見 され 、 美 人 の 湯 と いわ れる 、 つ な ぎ 温泉 で 入浴 と 、 岩 手 の 恵 み を | 時 Pe 
2 識 た っ ぷり と 感じ る 和洋 バイ キン グ の 朝食 / 約 120 分 ) 一 盛岡 本 < 倒 は や ぶさ - 普 通 車 指定 席 >= 新 函館 北斗 一 困 館 ( 泊 ) (14:30 頃 ) | 語 殺 ペイ 
旧 議 < チェ ッ ク イ ン 後 、 赤 レン ガ 倉 庫 群 が 建ち 並ぶ 函館 の 街 を 各自 ご 自由 に お 過ごし くだ さい 。 夕食 は 自由 食 と な り ます 。> 記 
11 朝 
人間 お 宿 1O:O0 頃 ) 一 新 函館 北斗 呈 く < 全 は や ぶさ 普通 還 指 定席 > 仙台 一 一 瑞 肖 寺 ( 奥 】 達 家 の 成 厳 が 感じ られ る 荘厳 な 造り の | = | 小松 
本 較 若 提 き を 見 学 / 約 60 分 ) 一 松島 温泉 ( 泊 ) (16:00 頃 ) ー | 千早 
月 タ 
11 朝 
人 粒 お 宿 (10:00 頃 ) 一 仙人 台 二 < 全 や ま び と 中 グリ ー ン 車 > 東京 本 < 全 ひ か り グリ ー ン 車 > 丈 岡 一 三保 の 松原 世界 條 産 で あり 、 | 一 
人 間 日 本 三 大 松原 の 一 つ を 見 学 / 約 0 分) 一 静岡 市 内 ( 泊 ) (17:O0 引 革 
の タ 
11 朝 
計 間 お 宿 (9.00 頃 ) 一 静岡 本 < 開 ひ か り 率 グ リー ン 車 > 二岡 山喜 く 賠 や くも 京 グリーン 造 温 泉 一 玉造 温泉 ( 泊 ) (17:3O 頃 ) 守 
個 聞 人 較 食 時 、 出 寺 の 伝統 革 能 「 出 昼 楽 」 を 貸切 角 賞 
水 タ 
11 朝 
疹 お 宿 (9:00 頃 ) 一 一 出雲 大 社 (全国 の 八 百 万 (や お よろ ず ) の 神々 が は 縁 結 大 祭 ) に 8 
日 昼食 / 約 180 分 ) 一 一 輔 の 浦 ( 泊 ) (16:30 引 ) ー 
末 夕 
11 朝 
お 宿 (10:OO 頃 ) 一 福山 地 < 識 の ぞ み 氷 グ リー ン 車 > 二岡 山 李 < 賜 し お か ぜ - 普 通 車 指 条 … 鉄 道 歴史 バー ク in SAIJO | 王 
蛋 國 (' 拍 列 鈴 画 元 鉄道 会 社 職員 に よる ご 案内 / 約 60 分 ) 一 道後 温泉 ( 泊 ) (16:00 頃 ) 記 
11 朝 
人 間 お 宿 (9:30 頃 ) 一 < し まな み 海道 > 一 大 島 亀 老 山 展望 台 (瀬戸 内 海 の 多 島 美 を 一 思 / 約 30 分 ) 一 - 大 三島 道 の 駅 多々 羅 し まな み 公 園 | | ホテ ル 
上 呈 (C5 縦 井 の 尽 食 /4960) 一 生 口 島 源 戸 田 溢 ツ と 観光 型 高速 般 SEASPICA( 約 160 分 )… ャ 大 久野 島 ( 野 う さ ぎ が 生息 する 島 を | 同 | グラ ン ヴィ ア 
旧 較 隊 主 衣 和 / 約 30 分 ) ご ーー 大 崎 下島 (御手洗 の 町 並み を 現地 ガイ ド が ご 案内 / 約 60 分 )… ゃ 広島 港 一 広島 市 内 ( 泊 ) (18:40 頃 ) 
情 肖 i 間 お 窒 (9.00 頃 ) 一 津和野 (山陰 の 小 京都 と 呼ば れる 街並み を 散策 / 約 80 分) …… 沙 護 の 木 松 円 亭 (日 本 庭園 を 氷 め な が ら 和食 勝 の 昼食 / | 時 | 
旧 較 攻 K 4960 分 ) 一 区 駅 ( 柚 症 座 画 鉄道 開業 150 年 記念 特別 展示 を 萩 博物 館 の 学芸 員 が ご 案内 / 約 30 分 ) 一 萩 城下 町 (世界 遺産 の 町 並み を | 悦 | 三の丸 | ヽ . 
上 較 詳 較 地 b ガ イド が ご 案内 / 約 60 分 )… 秋 温泉 卿 ( 泊 ) (16:00 頃 ) タ | 北門 屋敷 | 
隊 間 お 守 (8:20 頃 ) 一 新 山口 < 剛 の ぞ み グリ ー ン 車 > 博多 <DSS 列 車 『 或 る 列車 ]/ フ ワー ルド クラ ス の シェ フ が 苔 修 九州 の 厳選 し | 加 所 本 
層 還 た 食材 を 使用 し た コー ス 料 理 > 二 由 布 院 一 < タク シー 一 由布 院 温泉 ( 泊 ) (14:3O 頃 ) | 
上 上 陳 議 < チェ ッ ク イ ン 後 、 金 鱗 湖 や 湯 の 坪 街道 を 各自 ご 自由 に お 過ごし くだ さい > 二 ※※ 
11 朝 必 
間 本 お 容 ⑨00 頃 ) 一列 府 ロー プ ウ ェ イ (見 頃 を 迎え る 紅葉 の 空中 散歩 / 約 60 分 ) 一 一 由布 院 =ー ャ <D&S 列 車 め ぶ いん の 森 > テ ー ム 劉 米 | 指 人 
瞳 攻 草 ご ⑳ さ くら 普通 還 指 定席 > 記 児 島 中 央 一 指宿 温泉 ( 泊 ) (17.00 天 ) ー | 自 水 錠 | 
- 蘭 タ 
四 
必 R 
| 


(まく カ シオ ペア 紀行 に つい て > お 部 屋 タイ プ は 「 カ シオ ペア ッ ツイ ン 」 と な り ま す 。1 階 2 階 車 端 室 の 指定 及び ダイ ニン グ カ ー の 利用 は で きま せん 。 ご 夕食 の スシ ャ ルカ シオ ペア 弁当 は 、 ご 自身 の お 部 屋 で お 肝 し 上 が りく だ さい 。 他 ツア ー の お 客 様 も 乗車 され ま 。 
全車 禁煙 で 、 喫 煙 ス ペー ス は ご ざい ませ ん 。 ま た 、 お 和 荷物 は ご 自身 で お 部 屋 で の 持 込 ・ 管 理 と な り ま す 。 当 運行 日 に つい て は 、 シ ャ ワー カー ド の 販売 は あり ませ ん 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ きい 。 翌 日 、 盛 岡 駅 到着 後に 温泉 旅館 に て 温泉 を ご 利用 いた だ け ま す 。 

すべ て の 列車 の 座席 の ご 希望 は お 受け で きま せん 。 ま た 、 他 の お 客 様 と 相席 と な る 場合 が ご ざい ます 。 

ぐ 利 用 バス 会 社 > [1 一 2 日 目 ] 西 日 本 ジェ イア ー ル バス [3 日 目 ] 東京 ヤサカ 観光 バス [4 一 6 日 目 ] 岩 手 県 北 バ ス [4・5 日 目 ] 北海 道 観光 バス [6・7 日 目 ] 伊 豆 箱根 バス [7 一 12 日 目 ] 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス [13 日 目 ] 大 分 バス [13・14 日 目 ] 鹿 児島 交通 観光 

バス 又は 各 エ リア 内 同等 の 会 社 。※4 旧 目 新 函 館 北斗 駅 ー ラ ビス タ 函 館 ベ イ 、5 日 目 ラビ スタ 函館 ベイ ー 新 画 館 北斗 駅 、6 日 目 小松 館 好 風 亭 一 仙台 駅 、7 日 目 日 本 平 ホテ ルー 静岡 駅 、 玉 造 温 泉 駅 一 佳 殿 苑 皆 美 、12 日 目 萩 城 三の丸 北門 屋敷 一 

新山 口 駅 は バス ガイ ド は 同乗 し ませ ん 。※ 貸 切 バス 事業 者 安全 性 評価 認定 制度 (セー フ テ ィ バス )「 三ツ星 」 取 得 の 会 社 (2022 年 7 月 現在 ) く 利用 タク シー 会 社 > [12 日 目 ]. み な と タク シー 又は 同等 の 会 社 。 
く お 和 荷物 託送 サー ビス > ご 自宅 一 7 泊 目 佳 浴 苑 皆 美 、7 泊 目 佳 浴 苑 皆 美 一 ご 自宅 、2 泊 目 東京 ステ テー ショ ン ホ テル 5 泊 目 小松 館 好 風 亭 、13 泊 目指 宿 白水 館 一 ご 自宅 の 計 4 回 ご 利用 いた だ く 予 定 で す 。 

お 荷物 に つい て 。※2.9・11・13H 上 の 一 部 区 間 は 貸切 バス 等 で 手荷物 を 託送 いた し ます 。※ 新 幹線 と 一 部 特急 ・ 在 来 線 乗車 時 は ご 自身 で 車内 へ の 持 込 ・ 管 理 と な り ます 。※ 観 光 列車 や 移動 中 の 観光 な ど 身 軽 で 快適 な 旅 を お 楽 
し みく だ さい 。※ 和 気候 ・ 服 装 ・ 手 荷物 等 の 詳細 は 、 最 終日 程 表 (出発 の ご 案内 ) ま で に 別途 お 知ら せ し ま す 。 


※ 表 紙 の 写真 は 左上 か ら 1970 年 赤レンガ 倉庫 を 行く 蒸気 機関 車 横浜 高島 貨物 線 (XM) 、1958 年 12 月 撮影 特急 [こだま] ( ぐ 交 通 新聞 クリ エイ ト ) 、1972 年 山陽 新幹線 SASEUA 或 る 列車 、 現 在 の 東京 駅 、 下 は 昔 の 東京 駅 (提供 : 東 京 ス テー ショ ン ホ テル ) 、 す べ て イメ ー ジ で す 。 


旅 の 始ま り と な る 
京都 駅 内 の 瑞 風 
| ラウ ンジ に て 鉄道 
開業 150 年 の 歴史 
を 京都 鉄道 博物 
館 の 方 より 説明 を 
いた し ます 。 


WW 加賀 屋 到着 後 、[ 御 陣 


御 (と ぎょ ) を さす 御 
神事 (ご じん じ ょ ) が 
名 前 の 由来 。 石 川 県 
の 無形 民俗 文化 財 に 
: 指定 され て いる 、 男 
妙 壮 な 伝統 芸能 を ご 覧 


ーーj 一 和夫 芝 塞い た だ け ま す 。 


奥 能 登 の で 神 興 の 渡 
御 ( 


本 間 旧 東 京 駅 復元 工事 に も 】 


還 軸 和倉 温泉 
加 暫 屋 
七尾 駅 


回 一軸 の 浦 
洒 凶 遠 音 近 音 
福山 駅 


佳 深 苑 皆 美 


10 泊 日 ツク 
グラ ン ヴ ィ ア 広島 


回国 秋 城 三の丸 広島 駅 
北門 屋敷 


S ッ 


rs 前 | 
16 泊 日 月 


D&S 列 車 
「 或 る 列車 」 


道後 温泉 伊予 西条 駅 
犬 和 屋 別 類 


D&S 列 車 ゆふいん の 森 


由布 院 駅 
固 環 亀の井 別荘 


D&S 列 車 指宿 の た ま て 箱 


ソバ ンク 」 院 駅 必 2 指宿 羽 。 。 
0 還 還 指 宿 白 水 館 


(イメ ー ジ ) ー 9 


世界 的 に 鉄道 模型 の 神様 と いわ れ た 故 ・ 原 信太 郎 氏 が 作成 し た 幻 の 詩 華 客車 「 或 竜宮 伝説 の 「 玉 手箱] を イメ ー ジ し 、 ド ア が 開く と 白い ミス ト が 上 シッ ク な イン テリ ア と ビュ ッ フ ェ を 設え 
る 列車 」 の 模型 を 元 に 、「 原 鉄道 模型 博物 館 」 副 館長 を 務め る 原 健 人 氏 の 監修 に より 、 が る ユニ ー ク な 仕掛 け に 心 が 虫 り ま す 。 木 の 温もり あふ れる 空間 な 山々 を クル ー ズ する 柳沢 な 時 間 を 
水戸 岡 鋭 治 氏 が デザ イン ・ 設 計 。 世 界 的 に 評価 の 高い 成澤 由 浩 シェ フ 監 修 の も と 、 か ら 錦 江 溶 を 眺め 、 竜 宮 の 旅 気分 を お 楽し みく だ さい 。 造 で 、 ハ イボ ポジション の 窓 か ら 車 窓 を 


九州 の 厳選 し た 旬 の 食材 を 用 いた コー ス 料 理 を 車窓 の 眺め と と も に 堪能 で きま す 。 


東京 駅 
東京 

駅 ステ ー ン ョ ン 

ホテ ル ホテ ル 


た 優雅 な 空間 で 、 自 然 豊 か 
楽し め ま す 。 床 を 高く し た 構 
商 了 頑 で きま す 。 


「 和 と 美 の お も て な し 」 


松島 温泉 
小松 館 好 風 学 


= テテ JR( 観 光 列 
パス 
ー ン < ンー ン フェ リー 


JR (新幹線 ・ 特 急 ) 


・ 寝 台 列 


に 2 


ラビ スタ 函館 ベイ 


し 2) 


を コン セプト に 、 外 観 の デザ イン は 石川 県 の 


伝統 工芸 で ある 輪島 塗 や 加賀 友禅 を イメ ー ジ 。 当 ツア ー 1 日 目 


宿泊 の 名 旅館 | 加賀 
な し し ます 。 


屋 」 監 修 の アテ ンダ ント が 旅 の 時 間 を お も て 


| 9 


11H 目 記 災 


日 本 で 最初 に 開 


れる 萩 出身 の 


PT 当 仙 上 厳 國 


鹿児島 を 代表 する 大 名 
世界 文化 遺産 「 仙 蔵 


由緒 正しき お 部 屋 で 立 
の 器 や 家紋 入り の 
雅 な 攻 摩 郷土 料理 


ご 用 意 。 


通し た 新橋 一 横浜 間 の 
鉄道 建設 を 指揮 し 、| 鉄道 の 父 ] と 称 き 
上 勝 氏 に まつ わる 関連 
資料 を 萩 博物 館 の 学芸 


て 専門 ガイ ド が 園内 を ご 
いた し ます 。 ま た 当 ツ アー で は 
島津 下 義 の 姉妹 が 過ごし た 


詳 を 使っ た 
を 】 


多く の 神話 の 舞台 を 
今 に 伝え 継ぐ 出雲 神 
楽 。 全国 の 神々 が 
集う 神 在 月 に 「 神 き 
ま を 楽し ませ る た め に 
舞う 」 神楽 を 当 ツ アー 
貸切 で ご 鑑賞 いた だ 


第 4 代 国 鉄 総裁 
で [新幹線 生み 
の 親 ] の 十 河 信 
二 氏 ゆか り の 施 
設 。 初 代 0 系 新 幹 
線 や フリ ー ゲ ー ジ 
| トレ イン の 知ら れ 
ざる 秘 和 を 解説 
軒 いた し ます 。 


上 員 が ご 案内 。 


(イメ ー ジ 


庭園 ・ 
園 ] に 
ご 案内 


摩 切子 


等 別に 


現在 は 定期 運行 し て いな い 「 カ シオ ペア 紀行 」 に ご 乗車 。 当 ツア ー は 「 カ シオ ペア 


ツイ ン 」 の ご 用 意 と な り ま す 。 


居室 姜 室 タイ プ の 部 


屋 で 、 居 室 と し て 利用 する 時 


は 、 ソ ファ ー の そば に ある 折り た た み 式 テー ブル が 便利 で す 。 ソ ファ ー を 倒す と ベッ ド 


に な り 、 寝 室 と し て 利用 で きま す 。 洗 1 
画像 提供 :JR 東 日 本 


全 


イレ な ども 完備 し た 快適 空間 で す 。 
※ 他 の ツア ー の お 客 様 も ご 乗車 され ます 。 


々 


日 本 各地 を 代表 する お 宿 で 寛ぐ 


2 


お 客 様 アン ケー ト 等 を も と に 企画 担当 者 が 厳選 し た 


旅館 ・ ホ テル を ご 用 意 い た し まし た 。 


aaa GR ーー | | 
| 耳 SI SCA 2 | 5、 吾 は こ 、 だ て 
| カロ 
人 昌 ス テー ショ ン ホテ ル | ラビ スタ 南館 ペイ 
を 府 8 2 日 
@ フ ラン :( 能 信 和文 は 科室 バス トイ レ 人 | 回 . 加 ブフ ラン: 人 | フラン: の 放 の 二 を ち ん だ ん に 集め た 
※ 部 屋 タ イプ は 選べ ませ ん 。 | 洋室 (ツイ ン 又 は ダブ ル ) ここ el 洋室 大 計 『 の 朝食 バイ キン グ : 
国 . 園 プラ ン : (雪月花) 和室 バス トイ レ 付 | パス トイ レ 付 上 (デラ ックス ッ ツイン) ぢ 和 し みく だ さい 。 
SS) | @ 夕 食 : 宴 会 場 (洋食 ) | バス トイ レ 付 1 
@ 胡 食 : お 部 屋 (和食 ) | 朝食 : ア トリ ウム PC 
| (和洋 ブッ フェ ) (和洋 ブッ フェ ) 
和 屋 イブ は 
| 選べ ませ ん 。 
| 
| 


匠 5 泊 日 認 還 衣 


泉 [宮城 県 ] - 人 証 静岡 [静岡 県 ] =ー 


の ふう て い 孔 昌 2 ER 
小松 秋季 風 送 索 計 | | 日 本 壮 ホ テル 記 計 " 


| @ 困 還 岡 ブラン : 洋 室 (ツイ ン ) バス ・ 2 
@ 夕 食 : 食 事 処 又 は 宴会 場 (洋食 ) 

@ 朝 食 : 食 事 処 (和洋 ブッ フェ ) 

※ 食 事 場所 は 
選べ ませ ん 。 


| 
| 全国 回. 較 プ ラン : 和 室 バス ・ ト イレ 付 
@ 夕 食 : レ スト ラン 又は 宴会 場 ( 和 会 席 ) 
@ 朝 食 : レス トラ ン 又 は 宴会 場 ( 和 セッ トメ ニュ ー) 
| ※ 部 屋 タ イプ は 選べ ませ ん 。 
※ 夕 ・ 朝 食 共 、 食 事 場 所 は 
選べ ませ ん 。 


道後 温泉 [愛媛 県 ] * 


大 和 屋 別 間 全 19 補 の 日 本 で も 数 少な い 
5 


@ 還 プラ ン : ス ー ベ リア : 和 室 バス ・ ト イレ 付 
回 プラ ン : ジ ュ ニ アス イー ト : 和 室 バス ・ ト イレ 付 
回 プラ ン : デ ラッ クス スイ ー ト -: 和 室 バス ・ ト イレ 付 
プラン: プレ ミア ム ス イ ー ト : 和 室 バス ・ ト イレ 付 
| プラン: 茶室 付 和洋 室 バス ・ ト イレ 付 
@ 夕 食 : 亡 会 場 ( 和 会 席 ) 
人 @ 朝 食 : 亡 会 場 ( 和 定 食 ) 


みぎ わ て い 
きき 吉 た 
洒 計 吉 還 間 NN 
: 能 いた だ け ま す 。 
信 同 ブラン: 洋室 スタ ンダ ー ド ツイ ン バス ・ ト イレ 付 
回 プラ ン 洋室 コー ナー ビュ ー ツ イン バス ・ ト イレ 付 
回 ブラン: 洋室 ワイ ド ビ ュ ー ツ イン バス ・ ト イレ 付 
| プラン: 和洋 室 スイ ー ト ルー ム バス ・ ト イレ 付 
いずれ の お 部 屋 も 客室 内 串 天 風呂 が ご ざい ます 。 
人 @ 夕 食 : 食 事 処 ( 和 会 席 ) 


人 @ 朝 食 : 食 事 処 ( 和 定 食 双 は 洋 定 食 ) 語 ※ 回 人 仙 プ ラン の 

※ 回 プラ ン の 部 屋 タ イプ は 部 屋 タイ プ は 選べ ませ ん 。 
選べ ませ ん 。 

※ 朝 食 は チェ ッ ク イ ン 時 に 
お 選び いた だ け ま す 。 


7 誠 証 由布 院 温 泉 [大 分 県 


Hi 天 温 泉 [山口 県 ] コ 


人 達 の 作品 と 過ごせ る お 宿 。 


か すい えん も 
侍 2 信介 富 ] 呈 れ る 内 放 指 の 
名 湯 玉造 

| @ 回 プラ ン :( 瑞 光 ) 和 室 パス トイ レ 付 
回 プラ ン :〈( 天 ゆら ) 和 室 + オ ツイ ン バス ・ ト イレ 付 
| プラ ン :( 雲 の ね ) 和室 オツ イン ヨコ ・ 
客室 露天 風呂 . ト イレ 付 貞 

@ 久 食 : 宴 会 場 ( 和 会 席 ) 
人 朝食 : レス トラ ン ( 和 洋 ブ ッ フ ェ ) 


| 職 国 


ホテ ルグラン ヴィ ア 広 島 


JR 西日本 ホテ ル グ ル ー プ 。 
国 | JR 広島 駅 に 直結 する シテ ィ ホ テル で す 。 


人 @ 状 回 . 仙 ブラ ン : 洋 室 (ツイ ン 又 は ダブ ル ) バ ス ・ ト イレ 付 
| @ 夕 食 : レ スト ラン 
( 洋 コ ー ス ) 

人 朝食 : レス トラ ン 又 は 
コク に スン 
(和洋 ブッ フェ ) 

屋 タ イプ は 選べ ませ ん 。 


※ 部 


湊 出 | 


ie の | 


指宿 温泉 [鹿児島 県 と = 


は ぎ じょう さん 番 1 - 料 、 約 亡 坪 の 肥 地 の 中 に 人 む 客 節 は いぶ 。 3 圭 KK れ \ か ん 日 本 伝統 の 和 を 基調 と し た 
成人 の 多 問屋 亀の井 別荘 鉛 財 0 | 指宿 自 水 館 半 科 aa 
世界 道産 ・ 攻 城下 町 の 中 に 休む いわ れる 名 旅館 。 内 で きま す 。 
EE | ブラン: は 和室 パスト イレ 人 @ 由 回. 回 ブラン: ( 札 ) 和 洋室 バス トイ レ 付 
回. 回. 還 プ ラン : 和 室 又は 洋室 バス トイ レ 付 国 プ ラン : 和 室 又 は 和洋 室 露天 風呂 トイ レ 付 @ 夕 食 : お 食事 処 ーー 
夕食 : 食 事 処 ( 和 会 席 ) [ プラ ン : 和 洋室 露天 風呂 ・ ト イレ 付 ( 和 会 席 ) 
@ 朝 食 : レ スト ラン | @ 夕 食 : お 部 屋 ( 和 会 席 ) PR PT | 
・ 直 、 立 KR 記 で | 
( 和 定 食 ) | 人 朝食 : お 部 屋 ( 和 食 又 は 洋食 ) ( 和 定 食 ) | 

※ 部 屋 タイ プ は 選べ ませ ん 。 ※ 朝 食 内 容 は チェ ッ ク イ ン 時 に 

| 天 ] 際 抽 | [N ※ 同 回 プラ ン の 部 屋 タ イプ は 2 

| | 半 選べ ませ ん 。 

] 


H は カシ オペ ア 車 内 泊 と な り ま す 。 
圏 出発 日 11 月 3 日 ( 木 ・ 


) 
田 ご 旅行 代金 / お と な お ひと り 様 (京都 駅 発着 ) 


圏 日 程 プ 13 泊 14 日 回 プラ ン は 1 
8 当 目 

9 泊 目 

12 泊 目 

仙 プ ラン は 1 泊 目 
7 泊 目 

8 泊 目 

9 泊 目 

12 泊 目 


タグ 1,500,000 
1,650,000 


1,600,000 


8 名 


2,000,000 


円 


回 プラ ン 
』 プ ラン 


円 


円 


同行 し ます 。 


乗務 し ます (一 部 乗務 し な い 


区 間 が あり ます ) 。 


※1 泊 毎 に 


※ 上 記 以 外 の 日 程 は 賠 ・ 回 ・ 彫 ブラ ン 共 通 の お 部 


加賀 屋 : (雪月花 〉 和 室 

佳 加 苑 皆 美 :〈 天 ゆら ) 和 室 オ ツイ ン 

江 邸 遠 音 近 音 : コー ナー ビュ ー ツ イン 又は ワイ ド ビ ュ ー 
大 和 屋 別荘 : ジ ュ ニ アス イー ト 又 は デラ ックス スイ ー ト 
亀の井 別荘 : 露 天風 呂 付 和室 又は 和洋 室 

加賀 屋 :〈 寺 月 花 ) 和 室 

佳 卒 苑 皆 美 :〈 雲 の ね 〉 和 室 オ ツイ ン 

江 邸 遠 音 近 音 : ス イー トル ー ム 

大 和 屋 別 蘭 : プ レミ アム スイ ー ト 又は 茶室 付 和洋 室 
亀の井 別荘 : 露 天風 呂 付 和 洋室 

屋 タイ プ と な り ます 。 


ツイ ン 


・ 国 ・ 賠 プ ラン を お 選び いた だ く こ と と は で きま せん 。※ 1 名 ご 参加 は 岡 プラ ン の み と な り ま す 。 


また は 


ゆ 新型 コロ ナウ イル スワ クチ ン Q8 回 接種 を 完了 し て いる 方 また は PCR 検 査 後 陰性 の 方 が 参加 条件 と な り ま 
す 。 PCR 検 査 は お 客 様 ご 自身 で 受検 、PCR 検 査 費用 は お 客 様 ご 負担 と な り ま す の で 、 あ ら か じ め ご 了承 
くだ さい 。 

6 新型 コロ ナウ イル スワ クチ ン を 9 回 接種 し 、3 回 目 の 接種 か ら 出発 日 の 前 日 より 
トラ ゼネ カ は 15 日 以上 ) 経過 し て いる こと 。 

) 出発 日 の 前 日 より 起算 し て 3 日 目 に 当たる 日 以降 に 採取 し た 検体 に よる PCR 検 査 の 結果 が 陰性 で ある こ 
と 。 陽 性 の 場合 は 、 お 申し 出 日 に 応じ て 、 所 定 の 取消 料 が 発生 し ます 。 

の ツア ー 出 発 日 当日 は 、 ワ クチ ン 3 回 接種 済み また は PCH 検 査 陰性 証明 を 必ず ご 持参 くだ さい 。 (ワク チン : 
予防 接種 済 証 、 接 種 記録 書 、 自 治 体 が 発行 する 接種 証明 書 /PCR: 検 査 結果 が 陰性 だ と わか る 書類 / い ず 
れ も コ ピー、 写 真 デ ー タ で も 構い ませ ん 。PCR は メー ル 通 知 文 、WEB 回 答 画面 で も 構い ませ ん 。) 


回 接種 済み また は PCH 検 査 陰性 証明 を 忘れ た 場合 、 ま た は ご 提示 いた だ け 
~ さ ざい ます 。 そ の 際 は 、 所 定 の 取消 料 


出発 当日 、 フ クチ ン 3 
な い 場 合 は 、 ご 旅行 の ご 参加 を お 断り させ て いた だ く 場 合 が ご 
(ご 旅行 代金 の 50%) が 発生 いた し ます の で ご 注意 くだ さい 。 
2 その 結果 が 陰性 で ある 方 に 限り 、 ツ アー の 参加 が 
可能 で す 。 陽 性 の 場合 は 、 所 定 の 取消 料 (ご 旅行 代金 の 50%) が 発生 いた し ます 。 
《 添乗 貞 及 び バ ス 乗 務 員 も 新型 コロ ナウ イル スワ クチ ン S9 回 接種 済み また は PCR 検 査 陰性 者 が 同 
行い た し ます 。 
※ 利 用 予定 施設 ( 宿 、 食 事 、 観 光 、 お 土産 店 な ど ) で は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス ワク チン 回 接種 済み また は POR 検査 陰 性 の 
スタ ッ フ を 確約 する も の で は ご ざい ませ ん 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


3 マス ク の 着用 等 の 基本 的 な 感染 防止 策 に つい て 、 引 き 続 き ご 協 力 を お 願い し ます 。 


起算 し て 14 日 以上 (アス 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡 大 を 防止 する 取り 組み 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡大 を 防止 する 取り 組み と 、 ご | 


行 に 際 し て の お 客 様 へ の お 願い で す 。 
当社 %※) で は 日 本 旅行 業 協会 策定 の 「 旅 行 業 に お ける コロ ナウ イル ス 対 応 ガ イド ライ ン 」 に 基づき 適切 な 衛生 管理 と 感染 防止 に 努 め て お り ま す 。 ま た 、 掲 載 の 交通 機関 や 観光 ・ 宿 泊 施 設 の 各 業 種 
に よる ガイ ドラ イン に 準じ た 機関 * 施 設 を 利用 し て いま す 。※ (株) 日 本 旅行 国土 交通 省 に より 発表 され た 新しい 旅 の エチ ケッ ト に つい て も ご 一 読 い た だ きま す よ うお 願い いた し ます 。 


ご 旅行 帰着 後 2 週間 以内 に 新型 コロ ナウ イル ス され た 場合 に は 、 速 や か に 当社 お 申し 込み 窓口 まで ご 連絡 くだ さい 。 
ご 報告 内 容 に つい て は 当社 の 把握 する 接触 者 へ の 注意 喚起 に 使用 させ て いた だ きま す が 、 お 客 様 の 個人 情報 に つい て は 適切 に お 取扱 いさ せ て いた だ き 


添 乗員 同行 ツア ー に つい て 
安心 し て ツア ー に ご 参加 いた だ く た め に 新型 コロ ナウ イ ルス 感 防 止 へ の 取り 組み 
バス (座席 ) 


抗 ia 安心 施設 
バス の 乗車 人 員 


当日 、 集 合 時 に すべ て 交通 機関 0 
ン | 半分 以下 1 


由 ッ ア に 準じ た 係員 は 業務 中 密閉 密集 密接 に マス ク の 着用 や 手洗 い ・ うがい 
sg | 80 名 で ご 用 訪 可 て 配慮 いた し ます に ご 協力 を お 願い いた し ます 


ー 参 加 い た だ け ま す ) 
が ご ざい ます 。 ※ イ ベン ト ・ 見 学 施設 等 の 休止 に より 、 一 部 ツア ー を 中 止 に する 場合 が ど ご ざい ます 。 該 当 コ ー ス に お 申し 込み 済み の お 客 様 に つき まし 


※ 上 記 対 応 に つい て は 、 変 更 と な る 場合 
て は 、 申 し 込み 箇所 より ご 連絡 させ て いた だ きま す 。 今後 も 中止 コー ス が 発生 する 可能 性 が ご ざい ます が 、 何 卒 ご 理解 、 ご 了承 の ほど お 願い 申し 上 げ ま す 。 


ます 。 


ー 詳 し く は 「 お と な び 」 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい (添乗 貞 同行 の 旅 ) 


ご 旅行 に 際 し て 
お 客 様 へ の @ Ne 
お 願い 


ディ スタ ンス 
観光 時 は 、 


添乗 


に よる 検温 及 
び 体 調 確認 を 
行い ます 


添乗 員 な ら び に 


RFIURS (初日 の 京都 駅 か ら 最終 日 の 京都 駅 まで 同行 ) 男 マ ー ク の 紹介 Nd 

最少 催行 人 員 … ※※ 

代行 中 止 に つい て ご 最少 人 行人 貞 に 満た な い 場 合 、 ご 旅行 開 始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ぼり 、13 昌 上 に 当たる 日 より | 避 な どの 利和 治 別 ! を | の る ma で | 交 
着 に 催行 中 止 と きせ て いだき ます 。 かび 3 浴 ! ルー ム 


一 発着 地 で の お 申し 込み と な り ま す 。 座 席 の 配列 に より 、 グ ルー プ ・ ご 夫婦 ・ 
席 に 分 か れ た り し て 、 隣 り 合 わせ に な ら な い 場 合 が 
あり ます 。 (座席 の 希望 は 承れ ませ ん 。) 


@ お 申し 込み 最終 締切 … ご 出発 の 前 日 か ら 起算 し て 10 日 前 まで お 申込 みい た だ け ます 。 但し 、 ご 出発 日 の 1 6 日 前 ( 土 ・ 休 日 を 除く ) 
で 一 旦 締め 切り ます 。 そ れ 以 降 は 、 す べ て の 予約 手配 が 可能 に な り 次 第 、 お 引き 受け いた し ます 。 


⑯ こ ども 幼児 代金 に つい て … 係 員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
@ 集 合 時 間 . 集 合 場 所 ・ 出先 昌和 の 最 約 な ご 旅行 出発 前 に お 渡し する 確定 書 計 ( 旨 和 ) に て お 知ら せい た し ます 


朋 
同一 グル ー プ (お 部 屋 ご と ) 、 同 


信 交 通 機関 に つい て … 
ご 家族 の 方 で あっ て も 通路 を 挟ん で 並ん だ り 、 前 後 の 座 


同 


SS 快適 な ご 旅行 を 皆様 が お 楽し みい た だ ける よう 、 車 内 で の 喫煙 は ご 遠慮 くだ さい 。 な お 、 愛 
人 煙 家 の お 客 様 は 60 一 180 分 毎 に 休憩 、 下 車 観光 いた し ます の で 、 そ の 際 に 喫 居 いた だ け 
EICE: ます 。 


上 江 し て いま す 。 


@ コ ー ス の 行程 に 表示 され て いる 記号 は 次 の 通り で す ※ 行 程 に ある 記号 の み 記 


人 連行 バ ス 会 社 の ご 案 を 運行 する バス 会 社 に つき まし て は 、 日 本 旅行 ホー ムペ ー ジ の 「 利 用 バス 了 
隊 さ れ て いる バス 会 社 を 利用 し ます 。 災 ^ ーーーJR 一 貸切 バス …・ 徒歩 又は お 客 様 ご 負 揚 区 間 ン 朋 
https://www.nta.co. jp/otonavi/pdf/bus_ichiran_otonavi.pdf) 開 新 幹線 凍 特 急 紗 グ リー ン 車 


青 文字 … 下 車 観 光 赤 文 字 … 入 場 又 は 乗り 物 観光 青 文字 と 赤 文 字 以外 は 車窓 観光 
食事 条件 凌 朝 食 賠 昼 食 書 弁 当 [ 錠 夕 食 [食事 な し 


田 そ の 他 欠 パ ン フ レッ ト 掲載 の 風景 写真 に つい て は 、 撮 影 時 期 の 関係 で 実際 と は 情 景 が 異な る 場合 が あり ます 。 
人 @ 各 観光 施設 設 の 営業 時 間 や 休 稼 日 お 寺 の 法要 等 は 、 予 告 な く 変更 と な る 場合 が あり ます 。 予め ご 了承 くだ さい 。 
代 こ の パン フレ ッ ト で ご 案内 の ご 旅行 代金 以外 の 入場 料 ・ 運 賃 ・ 利 料 全 な ど は す べ て 予告 な く 変 更に な る こと が 
あり ます 。 天 候 や 運送 機関 の 遅れ 等 に より 行程 が 一 部 短縮 、 変 更 ・ 削 除 さ れる 場合 が あり ます 。 こ の 際 の 返金 
は ご ざい ませ ん 。 予め ご 了承 くだ さい 。 


【 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 の お 申し 込み に つい て 】 お客 様 の 状況 に よっ て は 、 当 初 の 手配 内 容 に 含ま れ て いな い 特別 な 配慮 、 措 置 が 必要 
に な る 可能 性 が あり ます 。 特 別 な 配慮 * 措 置 が 必要 と な る 可能 性 が ある 方 は 、 ご 相談 させ て いた だ きま す の で 係員 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


人 @ 各 コー ス の 注意 事項 に 表示 され て いる 記号 は 次 の 通り で す 
剛 最 少 催行 人 員 で す 彫 添 乗員 が 同行 する が 同行 し な いか を 記し て いま す 
バス ガイ ド が 乗務 する か 乗務 し な いか を 記し て いま す 


の 書面 は 、 旅 行 業法 第 1 ら 条 の 4 の 定め る と ころ の 取引 条件 の 説明 書面 及び 同 法 第 12 打 の 5 の 定め る と ころ の 契約 書面 の 一 部 と な り ま す 。 


詳し い 旅行 条件 を 説明 し た 書面 を お 渡し し ます の で 事前 に ご 確認 の うえ お 申し 込み 下さ い 。 
5. 旅 行 代金 に 含ま れる も の 及び 含ま れ な いも の 


個人 情報 の 取り 扱い に つい て 
(] ) 株 式 会 社 日 本 旅行 (以下 | 当社] と いい ます ) 及 び 下 記 [ 販 売店 」 杜 記載 の 受託 旅行 業 者 (以下 [販売 店 ] と 


1 募集 型 企画 旅行 約 


(]) (株 ) 日 本 旅行 (以下 「 当 社 ] と いい ます ) が 企画 募集 し 実施 する 国内 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され に 明示 され た 交通 費 、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 場 


税 等 語 税 、 空 


(1) ル ルフ レッ ト に 記 


載 さ れ た 旅行 日 程 


る お 客 杜 は 当社 と 募集 型 企 軸 旅 邊 約 を 締結 する こと に な り ます 。 港 設 使 用 料 及 び 活 員 | れ ます 還 
(2) 区 人 NH で 画 行 約 の 3 条件 は 、 各 コー ス 旬 に 記載 され て いる 条件 の ほか 、 で 依 全 お 申し 和み 時  ( ら ) 放 に 記載 りな 交通 の 計 DE JegLCa2CDud す ア SW 
に SL する 系 員 和 C お ける 上 KO 人 BE 画 誠 98 守 か ら ONK 和 O 衣 (| 人 
の 部 に より ます 。 (1) お 客 様 は いつ で も 次 に 定め る 肥 消 料 (お 一 人 様 に つき ) を お 支払 いい た だ いて 、 旅 行 和 約 の 解除 を す 旅行 の 安全 泡 理 の た め 、@ 当 社 の 旅行 約 上 の 責任 に お いて 事 人 時 の 費用 等 担保 する 保険 の 手続 き の た 
8 旅行 の お 申し 込み と 契約 の 成立 る こと が で きま す 。 こ の 場合 、 既 に 収受 し て いる 旅行 代金 (ある い は 申 和 金 ) か ら 所 定 の 取消 科 を 差し 引 さ め 、@ 当 社 及 び 当社 と 提携 する 企業 の 商品 や サー ビス 、 キ ャ ン パーン 情報 の 提供. 旅行 に 関す る 情報 提 供 の た 
(]) 申込 書 に 所 定 事項 を ご 記入 の うえ 、 お 一 人 様 に つき 下記 の 申込 金 また は 旅行 代金 の 全額 を 添え て お 払い 戻し いた し ます 。 申 込 金 の み で 取消 料 が ま か な え な いと き は 、 そ の 差額 を 申し 受け ます 。 め 、 行 川 後 の ご 意見 や ご 感想 の お 願い の た め 、⑧⑮ ア ン ケ ー ト の お 願い の た め 、⑨⑲ 特 典 サー ビス 提供 の た 
申し 込み いた だ きま す 。 中 入金 は 旅行 人 多 、 取 消 料 また は 條 約 金 の それ ぞ れ の 一 部 と し て 取り 扱い し ます 。 旅行 契約 の 解除 其 取消 料 め 成 の た め 、 に 利用 させ て いた だ さき ます 。 
(2) 郵便 、 ァ クシ ミリ その 他 / 通 信 手 段 に よる お 申し 込み を 受け 付け ます 。 こ の 場合 予 約 の 時 点 で | 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ぼっ て | ね iH 帰 Dj 旅行 イ 当 守ら は 取得 し た 貞 了 や WEB で の 病歴 等 の 情報 分 析 し て 、 当 社 太 び 当社 と 提携 する 企業 の 
下 和 は 成立 し て お ら ず 、 当 社 か ら 予約 の 旨 を 通知 し た 後 、 予 約 の お 申し 込み の 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 |① ら 1 日 目 に 当たる 日 以前 の 解除 拉 料 表 司 や サー ビス 、 キ ャ ンー ン 情 報 の で 案内 広告 の 表示 の た め に 利用 させ て いた だ さま す 。 
に 申込 書 と 申込 金 を 提出 し て いた だ さま す 。 こ の 期間 内 に 申込 書 と 申込 金 を 提出 され な い 場 合 は 、 お 申し 「⑧20 日 目 に 当たる 日 以降 の 解除 (⑬-⑦ を 除く ) | 旅行 代金 の 2006 | ⑧⑥ ④ の 目的 を 達成 する た め 、 お 客 様 の 氏名 、 住 所 、 電 話 番号 クレジット カ ー ド 情報 搭乗 便 名 
OPEC ⑧10 日 目 に 当たる 日 以降 の 解除 (⑦、⑦ を 除く ) | 旅行 代金 の 2096 | 旅行 代金 の 2096 | 等 を 失 宿 履物 店 、 該 クレ ジッ ト 全社 半 に 凶 双 は 電子 デー ター に より 提供 する 事 が め り ます 。 
(9 四 移 ( お 人 株 に つき ④7 日 目 に 当たる 日 以降 の 解除 (⑨⑦ を 除く ) | 旅行 代金 の 3096 | 旅行 代金 の 30% | (3 人 当社 グル ー プ 会 社 は お 客 様 か ら ど 提 仙 いた だ いた 介 人 情報 の うち 、 氏 名 、 住 所 、 寺 話 番 号 メー 
旅行 代金 | 20.000 円 形 |20000 凶 Lt50000 団 前 50000 聞 上 100000 時 前 100.000 凶 上 | | ⑥ 旅 行 開始 日 前 日 の 解除 旅行 代金 の 4096 | 旅行 代金 の 4096 | ル ア ドレ ス 等 の 連絡 先 を 、 各 社 の 営業 案内 、 キ ャ ン ペ ー ン 等 の ご 案内 の た め に 、 共 同 し て 利用 させ て いた だ 
込 金 |5.000 円 以上 | 10.000 円 以上 | 20.000 円 以上 | 入 谷 020M 上 | 1⑥ 旅 行 開始 日 当日 の 解除 (⑦ を 除く ) 旅行 代金 の 5096 | 旅行 代金 の 5096 | さま す 。 な お 当社 グル ー プ 会 社 の 名 般 は 当社 の ホー ムペ ー ジ (https://WWWnt8.C0jp/) を ご 参照 下さ い 。 
(4) 募集 企画 旅行 有 約 は 、 契 約 の 細 結 を 水 語 前 (3) の 申込 金 を 受 領 し た と き に 成立 し た も の と し ます 。 LC 旅行 開始 後 の 解 除 ま た は 無 連 絡 不参加 | 旅行 代金 の 10096 | 旅行 代金 の 10096 | 8 ご 旅行 件 で 旅行 代金 の 量 準 


この 旅行 条件 は 202 年 4 月 日 を 基準 と し て いま す 。 ま た 旅行 代金 は 9022 年 8 月 1 日 現在 の 有効 な 運 


(5) 通 條 約 に よる 旅行 契約 は 、 当 社 ら が 申し 込み を 承 詰 する 遂 和 を 発し 、 当 謎 知 が お 客 様 に 到 連 し た (2) なお. 取消 日 と は 、 お 客 様 が 当 社 の 営 昌 営業 時 間 に 解 除 する 旨 を お 申し 出 い た だ いた 日 と し ます 。 1 
時 に 成立 し ます 。 (3) お 客 様 の ご 都合 で 出発 日 、 コ ー ス 、 宿 泊 小 テル 、 人 数 等 を 変更 され る 場合 、 旅 行 旨 用 全額 に 対し て 取消 人 規則 を 基準 と し て いま す 。 
3 旅行 代 金 の お 支払 い 村 が 財 用 され ます 。 ーー ーー ー ーーーーーーー 
旅行 代金 は 、 旅 行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 1 4 日 前 に あたる 日 より 前 に お 支払 いい た だ さき (4) 宿泊 の み ご 予約 に な っ た 場合 SE MPP 
0 記 行 開 旭 後 の 朋 本 [日生 白 |5 日 引 5BWBSlkBik 昌 7 店 ma | で びそ 8000~5. 度 の | 放 虹 利 有 て と が 、 こ の | 放 地 利 有 
4 旅行 中 上 の 場合 た は 人 8 日 前日 前 前 5 前 6 削 / 昌 前 明 20 昌 | | は 代金 は 生ん CU ませ ん ので 、 お 叫 10 お と な の が に て 生地 お 文 れい くだ GU、。 
こ 参 加 の お 客 様 が 当 パ ン フレ に 明示 し た 最少 催行 人 員 に 満た かい 場合 、 当 社 は 旅行 の 催行 中止 する | 1<14 名 | 100% |50%4| 20% 無料 
場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 旅 開始 日 の 前 日 か ら 算 し て さか の ほぼ っ て 1 3 日 前 に 当たる 日 (日 帰り 旅行 |15<30 名 | 1009% |50% 20% 無料 
は 3 日 前 より 前 に 連絡 させ て いた だ さき 、 お 預かり し て いる 旅行 代金 の 全額 を お 返し し ます 。 31 名 上 | 100% 50% 30% 10% 
@ お 問 合 わ せ ・ お 申し 込み は 下記 へ 新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 に 係る 忠 急 事態 宣言 等 に より 、 営 業 日 - 休 業 日 また は 
ンー レラ 道 ドン 営業 時 間 が 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 あ ら か じ め 、 ご 了承 くだ さい 。 
で 西日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 
共 同 JR 西日本 〒530-8341 大 阪 市 北 区 芝田 2 丁目 4 番 24 号 観光 庁 長 家 登 録 旅行 業 第 2 号 計 
條 画 還 ” 一 邊 社団 法人 日本 搬 行人 会員 株 式 会 社 日 本 旅行 
お と な び ・ ジ パン グ 商 品 セ ンタ ー SS 了 
株 式 会 社 日 本 旅行 弘 の 時 お と な び ジ パン グ 予 約 ダ イヤ ル 
区 。 
還 (お と な び ・ ジ パン グ 商 品 セン ター 内 ) 
「 地 球 に や さ し い 旅人 直言 」- 自然 や 文化 遺産 を 大 切 に ー 5 長旅 生 2 5 
定本 画 へ 一 法人 日 行 業 協会 . 
愛生 株 式 会 社 日 本 旅 行 sgye ク ams @ 一 部 の IP 電話 等 か ら は 公 06-637 1-1226 
〒530- 一 電 記 ) ら は 分 コ 回 
大 孤 市 区 肥 還 2 丁目 4 番 24 号 部 の IP 電 
旅行 業 公 正 取引 に 人 @ 営 業 時 間 MAMA KA 土日 祝 も 営業 
協 議 ベベ 員 タデ 3 Sd TS530-834 1 阪 区 学 田 ど ] 4 番 24 号 
ei を  ( 交 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 服部 享 
つら ボ っ 保証 会 員 レーン 10450100(08) し 4 
お 近く の 日 本 旅行 の 各 支 店 で も お 申し 込み で きま す 。 剖 | 
旅 生業 務 取扱 和 理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 支店 営業 所 ) で の 取引 き に 関す る 責任 者 で す 。 Si EE - 京阪 神 2022.9 
この 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 右記 の 取扱 管理 者 に お 尋ね 下さ い 。 会 員 番号 の 確認 を させ て いた だ きま す の で 、 会 員 手 帳 を ご 準備 の 上 、 お 電話 くだ さい 。 西 J4020175 


